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■平成26年3月期の連結業績予想（平成25年４月１日～平成26年３月31日）

■その他
⑴ 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無
⑵ 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
⑶ 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
　①　会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
　②　①以外の会計方針の変更 ： 無
　③　会計上の見積りの変更　 ： 無
　④　修正再表示　　　　　　 ： 無
⑷ 発行済株式数（普通株式）
　①　期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期2Q 10,649,000株 25年3月期 10,649,000株
　②　期末自己株式数 26年3月期2Q 1,051,321株 25年3月期 1,051,290株
　③　期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期2Q 9,597,683株 25年3月期2Q 9,597,770株

財務ハイライト

■平成26年3月期第2四半期の連結業績 （平成25年４月１日～平成25年９月30日）

■配当の状況

■連結経営成績に関する定性的情報

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、各種
政策の効果により緩やかに回復しつつあり、さらなる景気
回復が期待されますが、世界経済の下振れによる影響が懸
念されます。
　当社グループの主力事業であるモバイルコンテンツ事業
を取り巻く環境は、スマートフォンを中心とした携帯電話
端末やタブレット端末などの普及により、音楽・映像・電子
書籍等のコンテンツサービスが広がりを見せております。
　このような環境下におきまして、主力であるモバイルコ
ンテンツ事業の事業環境はフィーチャーフォンからスマー
トフォンへの移行が急速に進んでおります。当社グループ
もフィーチャーフォン向け有料サービスを中心としたビジ
ネスから新たなビジネス構築が急務となっており、中期的
な経営の方向性でもある「新たな成長へのチャレンジ」の実
現に向けて取り組んでおります。
　この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高
1,537,153千円（前年同期比24.9％減）、営業利益218,052
千円（前年同期比59.3％減）、経常利益228,440千円（前年同
期比55.3％減）、四半期純利益154,965千円（前年同期比
54.9％減）となりました。
　セグメントの業績は、次のとおりであります。
（モバイルコンテンツ事業）
　モバイルコンテンツ事業におきましては、ビジネス環
境が大きく変化する状況において、「auスマートパス」
「NTTドコモ　スゴ得コンテンツ」等のキャリア主導
サービスの提供の拡大、「LINE」等のメッセンジャーサー
ビスへの提供の拡大、ユーザー満足度の高いスマート
フォン向けコンテンツの提供によるスマートフォン月額
課金サービスの会員数増加などの取り組みによって、当
該事業のビジネス範囲の拡大を図っております。
　上記の結果、売上高1,134,097千円（前年同期比7.5％
減）、セグメント利益446,557千円（前年同期比13.5％減）
となりました。

（モバイルコマース事業）
　モバイルコマース事業におきましては、デジタルコン
テンツの連携を図り集客を強化することによって、ス
マートフォン向けのコマースビジネスの拡大に取り組ん
でおります。
　また、ライセンス及びセールスプロモーションビジネ
スとしてライセンス提携先の拡充に、継続して取り組ん
でおります。
　上記の結果、売上高255,552千円（前年同期比43.9％
増）、セグメント利益5,291千円（前年同期は16,381千円
のセグメント損失）となりました。

（パッケージソフトウェア事業）
　パッケージソフトウェア事業におきましては、ニンテ
ンドー3DS向けタイトルを下期に数タイトル発売すべく
開発に取り組んでおります。
　上記の結果、売上高8,936千円（前年同期比98.4％減）、
セグメント損失134,895千円（前年同期は174,958千円
のセグメント利益）となりました。

（投資教育事業）
　投資教育事業におきましては、銀行及び証券会社が投
資信託を販売するための支援ツールである投資信託提案
支援システムの銀行及び証券会社の導入先の拡大に取り
組んでおります。また、タブレット版の開発にも取り組ん
でおります。
　上記の結果、売上高138,586千円（前年同期比38.1％
増）、セグメント利益23,781千円（前年同期は9,956千円
のセグメント損失）となりました。

⑴ 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第2四半期 1,537 （△ 24.9） 218 （△59.3） 228 （△55.3）
25年3月期第2四半期 2,047 （ 　4.4） 535 （　93.4） 510 （　90.0）
（注）包括利益　26年3月期第2四半期 96百万円（△71.0％）　25年3月期第2四半期 334百万円（178.6％）

四半期純利益 1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり
四半期純利益

百万円 ％ 円 銭 円 銭
26年3月期第2四半期 154 （△ 54.9） 16 14 －
25年3月期第2四半期 343 （ 123.7） 35 81 －

⑵ 連結財政状態
総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％
26年3月期第2四半期

25年3月期
8,546 8,061 94.3
8,985 8,079 89.9

（参考） 自己資本 26年3月期第2四半期 8,057百万円 25年3月期 8,075百万円

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭
25年3月期 － 10 00 － 12 00 22 00
26年3月期 － 10 00

26年3月期（予想） － 12 00 22 00
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 3,974 （7.7） 730 （0.7） 780 （1.3） 550 （7.6） 57 36

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無



■四半期連結貸借対照表（要旨）
　（平成25年9月30日現在） （単位：千円） 

科　　　目 金　額

（資　産　の　部）

流 動 資 産 6,589,132

固 定 資 産 1,956,977

有 形 固 定 資 産 70,576

無 形 固 定 資 産 44,740

投 資 そ の 他 の 資 産 1,841,660

資 産 合 計 8,546,110

（負　債　の　部）

流 動 負 債 484,444

負 債 合 計 484,444

（純 資 産 の 部）

株 主 資 本 8,102,019

資 本 金 2,669,000

資 本 剰 余 金 2,466,023

利 益 剰 余 金 3,589,320

自 己 株 式 △622,323

その他の包括利益累計額 △44,638

その他有価証券評価差額金 △44,638

新 株 予 約 権 4,286

純 資 産 合 計 8,061,666

負 債 純 資 産 合 計 8,546,110

■四半期連結損益計算書（要旨）
　（平成25年4月1日から平成25年9月30日まで） （単位：千円）

科　　　目 金　　額

売 上 高 1,537,153

売 上 原 価 694,160

売 上 総 利 益 842,992

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 624,940

営 業 利 益 218,052

営 業 外 収 益 28,884

営 業 外 費 用 18,497

経 常 利 益 228,440

特 別 利 益 213,018

特 別 損 失 142,595

税金等調整前四半期純利益 298,863

法人税、住民税及び事業税 89,632

法 人 税 等 調 整 額 54,265

法 人 税 等 合 計 143,898

少数株主損益調整前四半期純利益 154,965

四 半 期 純 利 益 154,965

■四半期連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）
　（平成25年4月1日から平成25年9月30日まで） （単位：千円）

科　　　目 金　　額

営業活動によるキャッシュ・フロー △219,807

投資活動によるキャッシュ・フロー △220,619

財務活動によるキャッシュ・フロー △116,812

現金及び現金同等物に係る換算差額 △15,546

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △572,785

現金及び現金同等物の期首残高 6,313,493

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,740,708

四半期連結財務諸表



（平成25年9月30日現在）
■商号 イマジニア株式会社（英訳名　Imagineer Co., Ltd.）
■本社 東京都新宿区西新宿二丁目7番1号
■ＵＲＬ http://www.imagineer.co.jp/
■設立 昭和61年1月27日
■資本金 26億6,900万円
■従業員数 連結73名
■事業内容 1.  電気通信システムを利用した画像及び情報等の配信サービス

並びにそのコンサルティング業務及びマーケティング業務
 2.  インターネット上のオークション及びショッピングモールの開設
 3.  各種レジャー施設等の予約及び予約代行業務、運営受託並

びに経営等
 4.  知的所有権の取得及び使用許諾に関する業務
 5.  コンピューターソフトウェアの企画、開発、製造、販売及び輸

出入
■関係会社 ロケットカンパニー株式会社
 イマジニア・インベストメントエデュケーション株式会社
 株式会社デルタアーツ
 ストックウェザー株式会社
■取締役、監査役 代表取締役会長 兼 CEO ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 神藏　孝之
　執行役員 代表取締役社長 兼 COO ‥‥‥‥‥‥‥‥ 澄岡　和憲
 取締役 兼 CFO ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 中根　昌幸
 取締役 兼 執行役員 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 飯田　就平
 常務執行役員 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 松田　　隆
 執行役員 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 庄司　高士
 執行役員 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 中村　崇史
 常勤監査役 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 笹岡　繁博
 監査役 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 田中最代治

（株式会社田中経営研究所代表取締役）
 監査役 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 荒竹　純一

（さくら共同法律事務所パートナー）
※ 監査役笹岡繁博、田中最代治及び荒竹純一の各氏は、会社法第2条第16号
に定める社外監査役であります。

■発行可能株式総数 47,480,000株
■発行済株式総数 10,649,000株
■株主総数 4,431名
■大株主

自己名義株式
9.9％

個人その他
32.3％

金融機関
8.3％

外国法人
7.2％

証券会社
2.2％

その他国内法人
40.1％

■自己株式の取得、処分等及び保有　当第2四半期末における保有株式 1,051,321株
■所有者別持株構成比

株主名 当社への出資状況
持株数 持株比率

Ｉ Ｉ B 株 式 会 社 4,200千株 43.8％
日本トラスティ･サービス信託銀行株式会社 420 4.4
神 藏 孝 之 303 3.2
アールービーシー アイエスティ ロンドンクライアントアカウント 278 2.9
資産管理サービス信託銀行株式会社 250 2.6
日 本 証 券 金 融 株 式 会 社 158 1.7
NOMURA PB NOMINIEES L IMITED 
O M N I B U S - M A R G I N 153 1.6

バンクオブニユーヨークジーシーエムクライアントアカウント
ジエイピーアールデイアイエスジーエフイー－エイシー 93 1.0

中 根 昌 幸 90 0.9
澄 岡 和 憲 67 0.7
※持株比率は自己株式（1,051千株）を控除して計算しております。

会社概要 ／ 株式の状況 

■事業年度の末日 3月31日
■定時株主総会 毎年6月
■定時株主総会の基準日 3月31日
■配当金受領株主確定日 3月31日及び中間配当を行うときは9月30日
■単元株式数 100株
■公告方法 電子公告
 公告掲載URL http://www.imagineer.co.jp/
 ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子
 公告ができない場合は、日本経済新聞に掲載します。
■株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号
 三井住友信託銀行株式会社
■郵送物送付先 〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目８番４号
　（電話照会先） 三井住友信託銀行株式会社　証券代行部 証券代行事務センター
 電話　0120-782-031（フリーダイヤル）
  取次事務は三井住友信託銀行株式会社の全国各支店で行って

おります。
■住所変更、単元未満株式の買取・買増等のお申出先について
  株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
  なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました

株主様は、特別口座の口座管理機関である三井住友信託銀行
株式会社にお申出ください。

■未払配当金の支払について
  株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出く

ださい。
■「配当金計算書」について
  配当金お支払いの際にご送付しております「配当金計算書」

は、租税特別措置法の規定に基づく「支払通知書」を兼ねて
おります。確定申告を行う際は、その添付資料としてご使用
いただくことができます。

  ただし、株式数比例配分方式をご選択いただいている株主様
につきましては、源泉徴収税額の計算は証券会社等にて行わ
れます。確定申告を行う際の添付資料につきましては、お取
引の証券会社にご確認をお願いします。

  なお、配当金領収証にて配当金をお受け取りの株主様につき
ましても、配当金のお支払いの都度「配当金計算書」を同封
させていただいております。確定申告をなされる株主様は大
切に保管ください。

■配当金のお支払について
  第37期中間配当金は同封の「中間配当金領収証」により、払

渡期間内（平成25年12月２日～平成26年１月６日）内にお
近くのゆうちょ銀行または郵便局でお受け取りくださいます
ようお願い申しあげます。

  また、銀行振込をご指定の方には、「配当金計算書」及び「お
振込先について」を、株式数比例配分方式をご指定の方には、
「配当金計算書」及び「配当金のお受け取り方法について」
を同封いたしましたので、ご確認ください。

株主メモ


